
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和 4 年 6 月 30 日

静岡県知事

　　　　　　川勝　平太 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

静岡県御殿場市深沢1312

令和４年４月１日～令和５年３月３１日（１年間）

（第１面）

③ 従 業 員 数 ４５７人

産業廃棄物処理計画書

神奈川県横浜市中区長者町6-96-2

大成建設株式会社　横浜支店
常務執行役員 支店長　江島　明

045-232-5809
担当:安全・環境部　小川 典彦

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

大成建設株式会社横浜支店(御殿場ﾌﾟﾚﾐｱﾑｱｳﾄﾚｯﾄ第４期新築工事他）

① 事 業 の 種 類 建設業　（総合工事業）

② 事 業 の 規 模 横浜支店内　元請完成工事高　89,414百万円/年

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

３Ｒの推進、実施→廃棄物発生→分別→排出
　　　　　　　　　→中間処理施設にて、更に分別後 最終処分

排出事業者（作業所）　→収集・運搬委託業者→中間処理委託業者
　　　　　　　　　　→（二次委託）中間処理・最終処分委託業者
又は
排出事業者（作業所）　→収集・運搬委託業者→最終処分委託業者



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 「別紙その２」のとおり

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 「別紙その２」のとおり

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項 「別紙その２」のとおり

排 出 量_

排 出 量_

（第２面）

　　　　　「別紙その１」のとおり

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類 _

産業廃棄物の種類 _

①現状



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 「別紙その２」のとおり

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 「別紙その２」のとおり

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 「別紙その２」のとおり

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 「別紙その２」のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

産業廃棄物の種類 _

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

産業廃棄物の種類 _

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

産業廃棄物の種類 _

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類 _



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 「別紙その２」のとおり

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】 「別紙その２」のとおり

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 「別紙その２」のとおり

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

①現状

産業廃棄物の種類 _

全 処 理 委 託 量_

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類 _

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量



【目標】 「別紙その２」のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類 _

全 処 理 委 託 量_



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙その１　 2022.04.01

大成建設株式会社　横浜支店　管理体制図

・産業廃棄物処理計画総括責任者

（A作業所） （B作業所） （K作業所） （L作業所）

作業所環境管理責任者 作業所環境管理責任者 作業所環境管理責任者 作業所環境管理責任者
・産業廃棄物処理計画作成 ・産業廃棄物処理計画作成 ・産業廃棄物処理計画作成 ・産業廃棄物処理計画作成

廃棄物担当者 廃棄物担当者 廃棄物担当者 廃棄物担当者

土木部 管理部

A作業所長

横浜支店長

支店環境管理責任者（安全・環境部長）

営業部安全・環境部

B作業所長

建築部

工事係 工事係

L作業所長

工事係 工事係

K作業所長

工事係 工事係工事係 工事係



別紙その２　　廃棄物の排出の抑制に関する事項

産業廃棄物の種類 がれき類
ガラス・コンク
リート・陶磁器
くず

汚泥 廃プラスチック 金属くず
混合廃棄物その
他

紙くず 木くず 繊維くず 廃油 燃え殻

【前年度（令和３年度）実績】
排出量 6,252.0ｔ 72.1t 1,480.2t 32.4t 23.3t 196.3t 1.3t 318.1t 0.8t 0.6t 3.0t

（これまでに実施した取組）

【目標】
排出量 5,000.0t 50.0t 1,000.0t 20.0t 20.0t 180.0t 1.0t 250.0t 0.5t 0.5t 2.0t

（今後実施する予定の取組）

①現状
（分別している産業廃棄物の種類及び分
別に関する取組）

②計画
（今後分別する予定の産業廃棄物の種類
及び分別に関する取組）

【前年度（令和３年度）実績】

自ら再生利用を行った産業廃棄物の量 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t

（これまでに実施した取組）
【目標】
自ら再生利用を行う産業廃棄物の量 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t
（今後実施する予定の取組）
【前年度（令和３年度）実績】

自ら熱回収を行った産業廃棄物の量 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t

自ら中間処理により減量した産業廃棄物
の量

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t

（これまでに実施した取組）

【目標】
自ら熱回収を行う産業廃棄物の量 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t
自ら中間処理により減量する産業廃棄物
の量

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t

（今後実施する予定の取組）

産業廃
棄物の
排出の
抑制に
関する
事項

①現状
作業所に対しては、社内ホームページに公開している「ゼロエミッション施工の手引き」の周知を徹底させ、建築・土木工事別に記載されている発生材抑制対策、廃棄物発生量の目安、リ
サイクル・再資源化施設利用計画、行程進捗に応じた分別品目の設定、ゼロエミッション推進運動等を効果的に進めている。

②計画
作業所に対しては、社内ホームページに公開している「ゼロエミッション施工の手引き」の周知を徹底させ、建築・土木工事別に記載されている発生材抑制対策、廃棄物発生量の目安、リ
サイクル・再資源化施設利用計画、行程進捗に応じた分別品目の設定、ゼロエミッション推進運動等を効果的に進めていく。

産業廃
棄物の
分別に
関する
事項

がれき類、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、廃プラスチック、金属くず、紙くず、木くず等を分別し、有価物として売却できるものが、廃棄物として処理されることを極力防ぐ努力を
している。

がれき類、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、廃プラスチック、金属くず、紙くず、木くず等を分別し、有価物として売却できるものが、廃棄物として処理されることを極力防ぐ努力を
引き続き推進する。

自ら行
う産業
廃棄物
の再生
利用に
関する
事項

①現状

自ら再生利用は行ってない。

②計画
今後も自ら再生利用を行う計画はない。

自ら行
う産業
廃棄物
の中間
処理に
関する
事項

①現状

自ら熱回収や中間処理により減量化は行ってない。

②計画

今後も自ら熱回収や中間処理により減量化は行う計画はない。



産業廃棄物の種類 がれき類
ガラス・コンク
リート・陶磁器
くず

汚泥 廃プラスチック 金属くず
混合廃棄物その
他

紙くず 木くず 繊維くず 廃油 燃え殻

【前年度（令和３年度）実績】
自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t

（これまでに実施した取組）
【目標】
自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う産
業廃棄物の量

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0t

（今後実施する予定の取組）
【前年度（令和３年度）実績】
全処理委託量 6,252.0ｔ 72.1t 1,480.2t 32.4t 23.3t 196.3t 1.3t 318.1t 0.8t 0.6t 3.0t
優良認定処理業者への処理委託量 5,769.6ｔ 16.5t 0.0t 25.3t 16.8t 188.3t 1.3t 282.5t 0.8t 0.0t 3.0t
再生利用業者への処理委託量 5,345.6ｔ 0.0t 1,480.2t 0.0t 23.3t 0.0t 1.3t 318.1t 0.0t 0.0t 0.0t
認定熱回収業者への処理委託量 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t
認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.0t 0.6ｔ 0.0t 0.1ｔ 0.0t 0.0ｔ 0.0t 16.0t 0.0t 0.0t 0.0t

（これまでに実施した取組）

【目標】
全処理委託量 5,000.0t 50.0t 1,000.0t 20.0t 20.0t 180.0t 1.0t 250.0t 0.5t 0.5t 2.0t
優良認定処理業者への処理委託量 4,500.0t 10.0t 0.0t 15.0t 15.0t 170.0t 1.0t 200.0t 0.5t 0.0t 2.0t
再生利用業者への処理委託量 4,000.0t 0.0t 1,000.0t 0.0t 20.0t 0.0t 1.0t 250.0t 0.0t 0.0t 0.0t
認定熱回収業者への処理委託量 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t 0.0t

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.0t 0.5t 0.0t 0.1t 0.0t 0.0t 0.0t 10.0t 0.0t 0.0t 0.0t

（今後実施する予定の取組）

自ら行
う産業
廃棄物
の埋立
処分又
は海洋
投入処
分に関

①現状

これまで、自社で埋立処分又は海洋投入処分を実施したことはない。

②計画

引き続き埋立処分又は海洋投入処分を実施する予定はない。

産業廃
棄物の
処理の
委託に
関する
事項

①現状

作業所内では可能な限り分別収集を図り、リサイクル品目を増やすとともに、混合廃棄物の排出量を減らす努力をしている。分別後のリサイクル可能品目はリサイクル業者へ、やむを得ず
排出される混合廃棄物も、リサイクル率の高い中間処理施設へ委託することにより、最終処分施設に搬入される廃棄物の量を抑制する努力をしている。また、社内の産業廃棄物処理業者指
定制度を運用し、信頼のおける処理業者との委託契約を推進している。

②計画

作業所内では可能な限り分別収集を図り、リサイクル品目を増やすとともに、混合廃棄物の排出量を減らす努力をしている。分別後のリサイクル可能品目はリサイクル業者へ、やむを得ず
排出される混合廃棄物も、リサイクル率の高い中間処理施設へ委託することにより、最終処分施設に搬入される廃棄物の量を抑制する努力をしていく。また、社内の産業廃棄物処理業者指
定制度を運用し、信頼のおける処理業者との委託契約を推進していく。




